







Mental distress of college students and its overcome： The outcome of the
Symposium on Mental Aspect Part Ⅰ at Research Institute of Mimasaka University and its analysis
和田百合子・桑守　正範・薬師寺明子
美作大学・美作大学短期大学部紀要
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２） しがみつかない生き方「ふつうの幸せ」を手に入れる
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描画集１．描画 １ 及び ２ における対象者の描画と描画の説明
Ａ−①　⇩
Ａ−②　
Ｃ−①　⇩
Ｃ−②　
Ｅ−①　
⇩
Ｅ−②
描画Ａ−①：過去と未来を描いて苦しみぬいてきて、はしごを渡って今に至るわけであ
る。中高の時に人生について考えた。幸せとか生きる意味とか考えすぎて自分の人生が
無駄に思えた。それから暗くなって、みんなが冷たくなっていって悪い方へいった。最
悪のことも考えた。死にたくないけど生きる意味が分からない。（絵の下部分説明）
　部活を頑張ったり、先生に相談したりして、担任にカウンセリングを紹介してもらっ
て、そこでいろいろ試した。自分の生きる価値を見つけようとした。（絵の上部分説
明）
描画Ａ−②：恋愛や夢や良かったことも悪かったことも何もかも全部（描画の中で腕で
抱えている部分）含めた。今まで走ってきた道に自信を持って未来へ、夢へ。前よりも
大きくなったということでマッチョな自分（右上の人物）を描いた。
描画Ｃ−①：幸せな人生、生きる意味って何だろうと中学のときから考え始めた。寝る
前に一人でもくもくと考えた。生きる意味ってなんだ？幸せってどんなこと？と考え
た。（絵の左部分）
　人生はどんなことをしてきたが人生で、初めから意味があるわけはない。幸せとはそ
の中でやりたいことができたかということで、どの道を行っても同じ所（右の光部分）
に行く。不幸だと思わずに生きられたら幸せだと思った。（絵の右部分）
描画Ｃ−②：死ねない絵。輪廻のことを信じていることもある。四次元から過去、現在、
未来全部が通じていることをイメージした。昔のことも含めて今を作ってこれるし、そ
の過去と今が未来を作るし、それが全部、自分に集まってきていることをイメージした
くて自分を中心に描いた。（結び目部分の）周りにあるものは、いろんな人の話を聴い
て、他の人とのかかわりが全員とあって、人に限らず、あらゆることが自分の周りにあっ
て、それを含めて支えてくれている、気づかないところで関係していることもあるから、
真ん中に集まってきている。自己中心的な所もあるけど、これから自分を外に出したい。
描画Ｅ−①：長い間、いわゆる摂食障害だった。少しダイエットして痩せようと思って、
食事制限をしたら、それが止まらなくなった。数ヵ月後、生理も止まり、冬になると身体
も動かなくなって、寒さに耐えられなくなった。友達と遊ぶこともなくなった。病院にも
行った。家族も協力してくれた。食べたくないけど、食べさせられた。そしたら、今度は
過食症になった。大学に入学して、休学もした。（絵の左半分）卒業するために今はが
んばっている。やはり困ることはあり、落ち込むこともあるが、浮力する力が大きい。
　前はしていたけど、自己否定しないようにしている。自己否定することもあると思う。自分
で言えない時には人に「大丈夫、大丈夫」と言ってもらうようにしている。（絵の右部分）
描画Ｅ−②：この２つを先に書いた。今自分がイメージしている言葉（「人生、思い通
り」）と今自分が思っていない言葉（「自分を肯定する力」）を書いた。自分に自信がも
てるようになったけど、まだ、なにかちょっとでいいよねとちょっと足踏みしながら進ん
でいるところがあって、もっと、もっと、もっと今の自分より早くできるんじゃないかと
思うことがある。そこは人から学んでいけるようなところだし、同級生にパッと思って、
パッと動ける子たちが多くて、その子たちがすごいなと思えるから、その子たちを見習い
たいなと思う。絵には描けないから字で書いた。絵は苦手で、イメージする力がまだまだ
かなぁって思っている。今の自分でいいと思いたいと思った。
− 48 −
Ｆ−①　
Ｆ−②
Ｇ−①　⇩
描画Ｇ−②
描画Ｆ−①：元々来たい大学ではなかった。受かって最後まで悩んだ。やる気もなく、
辞めたいと思っていて、２年間続くとは思ってなかった。最初の１年は毎日辞めたいと
思っていた。
　楽しくなったきっかけは、共同で物を作るとなってすごく大変で、レポートとかみん
なで泣きながらやってた。これまでつらく、みんなが楽しい中で、１人浮いていたけれ
ど、みんな同じ気持ちなんだと思えた。つらいけど、つらさが嫌ではなくなった。今は
卒業が寂しい。中高まじめに授業を受けてこなかったので、今の自分がこんな気持ちに
なったことが不思議な気持ちだ。自分のこころが自然に変わった。辞めなくてよかっ
た。
　私は就職が決まってなくて、実はめちゃくちゃ焦っている。これは、お金である。
（描画の説明部分はテープおこしで声が小さく聞き取れない状態）
描画Ｆ−②：絵の通りです。キーポイントは薄く書いた“なるべく”という字。最初に
ここだけ（「人と向き合おう」）を描いて、いや、自分ちょっと頑張りすぎかなぁって
思ってしまって、無理せん範囲でと思って“なるべく”を書き足した。
　今日、皆さんの話を聴いたら本当に「あぁ分かる分かる」とか「自分もこんなこと考
えとった、考えている」ということばっかりで、ちょっとずつちょっとずつ人と向き
合って、自分の思いも伝えていけたらいいかなぁって思う。
描画Ｇ−①：みんなより一つ上で、敬語を使われるようになった。一つ上だからと責任
のあることとか押し付けられることが多くなり、これに応えきれないと思った。（絵の
下部分）
　だけど、企画委員になり、みんなと仲良くなろうと思った。みんなに自分を知っても
らおうと話しかけていった。仲良くなって、みんながかわいい兄弟に見えるようになっ
てからは、心の中からいいよと思えるようになったし、中高の時より、イライラするこ
とはなくなった。今は卒業するのが寂しい。（絵の上部分）
描画Ｇ−②：この絵は楽をして描かなかったわけではなく、真っ白が今の気持ち。折っ
て紙飛行機にすることもできるし、ペンで絵を描くこともできる。自分たちもまだまだ
することができるということを表現した。今この場で話したことで、これからは自分次
第で何にでも、何でもできる。これが参加した今の気持ちです。
※ １、①は描画１における描画、②は描画２における描画。
※ ２、個人情報に関する部分は、主旨を変えない範囲で修正している。
※ ３、全文ではなく、要旨を掲載した。
